








（Friedrich Nicolaiʼs Leben und Sonderbare Meinungen. Ein Beitrag zur
Litterargeschichte des Vergangenen und zur Pädagogik des angehenden
Jahrhunderts, 1801）の第⚖章から第⚗章である。底本には，アカデミー
版全集（J. G. Fichte ─ Gesamtausgabe der Bayerischen Akademie der
Wissenschaften, Reihe I, Bd. 7, hrsg. von Hans Gliwitzky und Reinhard






・69 頁⚔行目 誤 …嘲笑の的… → 正 …あざけりの的…
・74 頁 14 行目 誤 …笑止千万という殺し文句…
→ 正 …嘲笑という武器…
・83 頁，訳注 57 誤 訳注 52… → 正 訳注 53…
・84-85 頁，訳注 59
・84 頁最終行の⽛ある。⽜に 85 頁行頭の⽛⽝ドイツ百科叢書⽞…⽜を
続ける。［改行をなくす。］














































































52 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 53
訳注 1 砂遊びで作る砂の山のこと。
訳注 2 ニコライ⽝古代及び現代における鬘の使用について─歴史的探究─⽞
（Über den Gebrauch der falschen Haare und Perrucken in alten und neuern























54 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 55
訳注 3 カント⽝本屋稼業について。フリードリヒ・ニコライ氏宛の二通の書簡⽞
（Ueber die Buchmacherey. Zwey Briefe an Herrn Friedrich Nicolai,
Königsberg 1798），16 頁（Kantʼs gesammelte Schriften, Bd. VIII, hrsg. von
der Königlich Preußischen Akademie der Wissenschaften, Berlin 1912,
S. 436）参照。⽛出版者は，自分の出版書店を活況にするために自分の扱う出
版物の内容や価値について考慮に入れる必要は別にありません⽜。
訳注 4 哲 学 関 連 の 著 作 の 書 評 は，⽝ド イ ツ 百 科 叢 書⽞で は⽛世 界 知⽜

























































































































































































































































54 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 55
訳注 6 ニコライ⽝モーゼス・メンデルスゾーン氏宛書簡にしたためたスピノザ
の教説について⽞（Ueber die Lehre des Spinoza in Briefen an den Herrn































56 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 57











親しんだことに触れ，64 頁では，批判哲学について 12 年以上にわたって研
究してから公の場でこの哲学について語ったのだと申し添えている。Vgl.



















































58 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 59
訳注 8 ⽝フリードリヒ・ハインリヒ・ヤコービ，スピノザの教説についての書簡
にかんするメンデルスゾーンの非難に抗す⽞（Friedrich Heinrich Jacobi
wider Mendelssohns Beschuldigungen betreffend die Briefe über die Lehre





























































（⚒) しばしば言及されている⽝新ドイツ叢書⽞掲載紹介書評の 167 頁を
参照訳注10。













































のならば！⽜（傍点ゲシュペルト）。Vgl. GA I/7, S. 397 Anm. 6.
訳注 10 本書第 2 章の訳注 21（⽝藤女子大学キリスト教文化研究所紀要⽞第 18 号，










































干の注記を添えて─⽞（Gotthold Ephraim Lessings Briefwechsel mit Karl
Wilhelm Ramler, Johann Joachim Eschenburg und Friedrich Nicholai. Nebst
einigen Anmerkungen über Lessings Briefwechsel mit Moses Mendelssohn,


















































主義者にするのである⽜（傍点ゲシュペルト）。Vgl. GA I/7, S. 398 Anm. 9.



























62 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 63
訳注 13 アカデミー版の編者によると，おそらく，コッタから出版される予定
だった⽝知識学の新叙述⽞を指すとのことである。Vgl. GA I/7, S. 399 Anm.
11.
















































64 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 65
訳注 15 第 3 代シャフツベリ伯爵アントニー・アシュリー＝クーパー（Anthony
Ashley-Cooper, 3rd Earl of Shaftesbury, 1671-1713）：イギリスのモラルセン
ス学派の哲学者。
訳注 16 サミュエル・バトラー（Samuel Butler, 1612-1680）：イギリスの詩人。
代表作は，風刺詩⽝ヒューディブラス⽞（Hudibras, 1662）。
訳注 17 ト バ イ ア ス・ジ ョ ー ジ・ス モ レ ッ ト（Tobias George Smollett,
1721-1771）：イギリスの詩人，作家。代表作は，⽝ロデリック・ランダムの冒
険⽞（The Adventures of Roderick Random, 1748），⽝ハンフリー・クリンカー
の遠征⽞（The Expedition of Humphry Clinker, 1771）など。
訳注 18 トーマス・エイモリー（Thomas Amory, ca. 1691-1788）⽝ヨーハン・ブ
ンケルの日々の観察記録と意見─さまざまな珍しい女性の生涯を添えて
─⽞（Leben Bemerkungen und Meinungen Johann Bunkels, nebst den Leben




（The Life of John Buncle, Esq; containing Various Observations and
Reflections Made in several Parts of the World, and Many Extraordinary


































































































































66 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 67
訳注 19 第 6 章の訳注 8 を参照。
訳注 20 クィントゥス・ホラティウス・フラックス（Quintus Horatius Flaccus,
65-8 BC）⽝風刺詩⽞（Satires）第 1 巻，第 10 歌，14-15 行。⽛辛辣にやるより
も，嘲笑による方が，一般に，より力強くより効果的に大事を解決すること
ができる（ridiculum acri forties et melius magnas plerumque secat res）⽜。
⽝風刺詩⽞第⚑巻，第 1 歌，24-25 行。⽛嘲笑を通して真実を告げることに何
の妨げがあるのだろうか（ridentem dicere verum quid vetat?）⽜。シャフツ
ベリ⽝熱狂にかんする＊＊＊＊＊閣下への書簡⽞（A Letter concerning












66 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：フィヒテ著⽝フリードリヒ・ニコライの生涯と奇妙な意見⽞（1801 年）⑶ 67
訳注 21 ⽝ドイツ・スイス旅行記⽞第 11 巻（Berlin u. Stettin 1796），序文（Vorrede）
参照。

